













2011 年度  「スペイン語多読図書の部屋」の開催場所や日時は以下の通り。
【場所】 愛知県立大学長久手キャンパス図書館 2 階  グループ研究室 A
【開室日】 前期 2011 年 6 月 16 日 (木 ) 23 日 (木 ) 30 日 (木 )
7 月 6 日 (水 ) 12 日 (火 ) 20 日 (水 ) 29 日 (金 )
後期 11 月 8 日 (火 ) 15 日 (火 ) 22 日 (火 )
12 月 9 日 (金 ) 16 日 (金 ) 
2012 年 1 月 17 日 (火 ) 24 日 (火 ) 時間は不定期で各回 2 時間
【蔵書数】 多読用図書  計 298 冊
うち Lecturas niveladas（LR 児童向け学習本） 129 冊
Lecturas graduadas（GR 外国語学習者向け段階的読み物） 169 冊
（参考：昨年度は計 63 冊、うち LR 40 冊＋GR 23 冊）
LR 3 歳  20 冊  ／ 4 歳  9 冊  ／ 4～6 歳  5 冊  ／ 5 歳  5 冊
6 歳  20 冊  ／ 7 歳  18 冊  ／ 8 歳  12 冊  ／ 8～12 歳  1 冊
9 歳  9 冊  ／ 10 歳  22 冊  ／ 12 歳以上  8 冊
GR A1 21 冊  ／ A1+ 1 冊  ／ A1～A2 10 冊
A2 55 冊  ／ A2+ 3 冊  ／ B1 38 冊  ／ B1+ 1 冊
B2 18 冊  ／ B2+ 2 冊  ／ C1 15 冊  ／ C2 5 冊
   












































＜表＞2011年度後期 「日本語」クラスの内容と履修状況 学生欄の「学」は学部生、「特」は特別聴講学生、「研」は研究生 
    月 火 水 木 金 
1 
科目名 日本語Ⅰa     日本語Ⅱa   
レベル 学部 1年生     学部 2年生   
内容 アカデミックプレゼンテーション 1     アカデミックライティング 2   
学生 学：7名，特：5名，研：2名     学：4名，研：3名   
担当者 中道一世     石川美紀子   
2 
科目名 日本語Ⅱa 日本語Ⅱc      日本語Ⅰa 日本語Ⅱｂ   




読解     
アカデミックラ
イティング 1 












担当者 中道一世 馬場典子    石川美紀子 米勢治子   
3 
科目名   日本語Ⅰc   日本語Ⅲa   
レベル   初級～中上級   学部 3年生   
内容   作文   読解／表現   




担当者   加藤淳   黒野敦子   
4 
科目名 日本語Ⅰｂ   日本語Ⅲc     日本事情（社会）：旧 




    日本事情社会 
学生 特：3名，研：3名 特：10名，研：1名     特：11名 
担当者 山口和代 横内美保子     中道一世 
5 
科目名     日本語Ⅲｂ       
レベル     初級～中上級       
内容     文法       
学生     特：10名，研：1名       
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した学生のうちの一人が、後期から日本語 IIIｃ（火曜４限）のクラスで SA となり、プロジェクトワ
ークの運営に積極的に関わり、よりよい授業運営をすることができた。
本学の日本語教員課程では、主として地域日本語教室や地域の学校などで実習の授業実
践を行ってきたが、今後は日本語の授業も含め、学内の留学生との交流を通して、日本語教
員課程における日本語教育の学習も、発展していく可能性があると考えているところである。
